2 


| ジャ クサ ス | Oczo2ez 2073 


@ 宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


052 


日 本 の 技術 と 和 の 力 で 
最大 の 成果 を つか お 


若田 光一 宇宙 飛行 士 イ ンタ ビュ ー 


長期 滞在 を 目指 す 日 々 、 
それ ぞ れ の 手ごたえ 

油井 、 大 西 宇 宙 飛 行 士 イ ンタ ビュ ー 
アジ ア の 環境 間 題 解決 の 切り 札 
SAFE,」 プ ロジ ェクト 

宇宙 ステ ーション 補給 機 

こう の と り 4 連 虹 達 成 

国際 航空 研究 フォ ー ラ ム , の チャ レン ジ 
人 類 と ウィ イル ス の 総力 戦 

タン パク 質 結 晶 生成 実験 in cosmo 


INTRO ロ ロロ UCTION 


月 14 日 14 時 に 、 イ プシ ロン ロケ ッ ト が 内 之 浦 宇 
宙 空 間 観 測 所 か ら 打 ち 上 げ ら れ ま し た 。 打ち 
上 げ 延 期 以降 、 原因 究明 と 特別 点検 を チー 
ム 一 丸 と な っ て 行っ て きま し た が 、 革新 的 な 打 
ち 上 げ シ ステ ム を 持つ ロケ ッ ト 誕 生 の 瞬間 を 、 よう や く お 届 け 
する こと が で きま し た 。 皆さま の ご 声援 、 本 当 に あり が と う ご ざい 
まし た 。 イ プシ ロン ロケ ッ ト に 続き 、11 月 か ら は 若田 宇宙 飛行 
士 の 国際 宇宙 ステ ーション (ISS ) 長期 滞在 が 始ま り ま す 。 
日 本 人 初 の コマ ンダ ー (船長 ) と し て 、 高 い レ ベル で の ミッ ショ 
ン の 実施 、 ク ルー の 安全 や ISS の 保護 に 務め る な ど 、 そ の 仕 
事 は 多岐 に わた り ま す 。 「 日 本 の 素晴らし い 技 術 に 支え られ 、 
最大 の 成果 を 出す こと が 任務 」 と 話す 若田 宇宙 飛行 士 の 、 
打ち 上 げ 直 前 イン タビ ュー を お 届け し ます 。 宇宙 実験 
な ど ISS の 利用 を 通じ て 得 5 れ た 成果 は 、 
私 た ちの 暮らし に どの よう に 生か る れ て い 
る の で し ょ うか 。 宇 宙 で 作ら 5 れ た タン パ 
ク 質 結 唱 を 解析 し イン フル エン ザ 
薬 の 開発 を 目指 す 取 り 組み と 、 宇 
宙 服 の 技術 を 使っ た 消防 用 冷 
却下 着 の 開発 に つい て ご 紹介 し 
ます 。 本誌 裏面 に は 、]JAXA シ 
ン ポ ジウ ム の イン ター ネッ トラ イブ 
中 継 の お 知ら せ を 掲載 。 創 立 
10 周 年 を 迎え 、 新 た な 使命 の 
下 で 歩み を 進め る 私 た ちの 決意 
を 、1 人 で も 多く の 皆さま に ご 覧 い 
な だ また いと 時 し すず 。 
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「 こ う の と り 」4 連 軸 達 成 


も っ と 安全 ・ 快 適 で 、 環 境 に 優し い 
航空 機 を 目指 し て 

国際 航空 研究 フォ ー ラ ム 」 の 
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中 橋 和 ] 博 理事 航空 本 部 長 兼 研究 開発 本 部 長 


「 き ぼう 」 が も た ら す 未来 
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「 社 会 を 支え る 汗 」 を 
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JAXA シ ン ボ ポジ ウム 2013 nn 東京 
新生 JAXA が 目指 す 未 来 

イン ター ネッ トラ イブ 中 継 の お 知ら せ 


表紙 ノイ プシ ロン ロケ ッ ト 打ち 上 げ の 様子 


5 角 外 活動 ユニ ッ ト の 、 


ジン 


上 : 若 田 宇 宙 飛 行 士 ( 左 ) と 共に 長期 滞在 ミッ ショ ン に 参 
加 す る ミハイル ・ チ ュー リン (中 央 ) 、 リ チャ ー ド ・ マ スト ラキ オ 
( 右 ) 宇 宙 飛 行 士 

下 :ISS の モッ クア ッ プ で 行わ れ た 緊急 事態 の 訓練 。 火災 、 
急減 圧 、 空 気 汚染 を 想定 し て 行わ れ 、 ク ルー 全員 で 協力 し な 
が ら 対 処 に 当たり 、 手 順 の 理解 や チー ム ワ ー ク を 深め た 


長期 潜在 ミッ ショ ン ロ ゴ 
高校 時 代 野球 部 に 所 属し 、 甲 子 園 
を 目指 し で 練習 に 励ん だ こと に ちな 
み 、 野 球 の ボー ル を モチ ー フ に 、「 お 
互い に 支え 合い 、 個 を 磨き な が ら 共 
通 の 目標 に 向かう ] と いう チー バ ワ ー. 
ク の 精神 を 表現 し で いる 。「 和 」 と い 
う 言葉 に は 、 日 本 人 初 、 ア ジア 人 初 
の コマ ンダ ー と じ て ミ ッ シ ョ ン を まとめ 
る こと べ の 期待 が 込め られ て いる 


き 
べき 


2013 年 11 月 、 日 本 人 初 の コマ ンダ ー と し て 、 若 田 光 一 宇宙 飛行 王 の 

国際 宇宙 ステ ーション (TSS) 長 期 滞在 ミッ ショ ン が 始ま り ま す 。 

栽培 技術 の 向上 に つなが る 植物 実験 や 自ら 被験 者 と な る 医学 実験 に つい て 、 

体 に 覚え 込ま せ た と いう 緊急 時 の 指揮 に つい て 、 TSS 利 用 の 成果 を 暮らし や 

産業 に どう 生か し て いく か に つい て 、 若 田 宇 宙 飛 行 士 の チャ レン ジ を ご 紹介 し ます 。 

3 AA 、T  、、、 時 皇 寺内 和夫 (科学 ジャ ー ナ リス トド) 
0 SNE の 画像 :JAXA/NASA 
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若田 宇宙 飛行 士 の 仕事 場 は 
地上 約 400km 上 空 に 浮か ぶ 
国際 宇宙 ステ ーション 


画像 :JAXA/NASA 
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セン ター 長 


(ASE2 ョ イン ド ネ シア 5 
ば つ を 予 潤し 
E 
農業 を 守る 
策 内 渉 
TAKEUCHI Wataru 
東京 大 学 生産 技術 研究 所 
『 大 学院 工学 系 研究 科 
社会 基盤 学 専攻 浴 教 授 
リモ ー ト セン シン グ が 専門 で 、 主 に 環境 や 災害 に 
関す る 研究 を し て いま す 。 イ ンド ネシア で は LAPAN 
(イン ド ネ シア 航空 宇宙 研究 所 ) と 一 緒 に 、 森 林 火 災 
に よっ て 乾燥 地 に な っ た 地域 を 地図 化す る プロ ジェ ク 
ト を 行っ て いま し た が 、 その 担当 者 が SAFE で 干ばつ 
を 予測 する プロ ジェ クト を 始め る こと に な り 、 私 も 参 
加 し まし た 。 
アジ ア で は 洪水 に よる 被害 が 大 き な 問 題 に な っ て 
いま す が 、 イ ンド ネシア で は 干ばつ に よる 被害 も 大 き 
い の で す 。 イ ンド ネシア の 稲作 地帯 で は 瀧 混 施設 が 
整備 され て いま せん 。 森林 を 伐採 し て 農地 に し た 場 
所 も 多く 、 天水 に 頼っ て いる と ころ が 全体 の 約 7 割 を 
占め る 状況 で す 。 そ の た め 、 干 ば つが 起こ る と 稲作 
は 大 き な ダ メー ジ を 受け ます 。 
LAPAN で は 衛星 デー タ を 使っ て 干ばつ を 予測 で 
き な い か と 考え まし た 。 それ が 分 か れ ば 農家 の 人 た ち 
が いつ 稲 を 育て た らい いか が 分 か る か ら で す 。 
LAPAN の デー タ を 実際 に 現場 で 使っ て も ら う た め 、 
SAFE プ ロト タイ プ で は ICALRD (イン ド ネ シア 農業 
省 ) も 参加 し 、2010 一 12 年 に 行わ れ ま し た 。 
プロ ト タ イ プ で は ジャ ワ 島 を 対象 地域 と し まし た 。 LA 
PAN で は すでに いく つか の 衛星 デー タ を 利用 し て 降 
水量 や 植生 分 布 を 示す 地図 を 作成 し て いま し た 。 し か 
し 、 雨 が 降ら な く な っ て も 植物 は し ば らく 生き て いま す 
か ら 、LAPAN が 作成 し た デー タ は 干ばつ の 状況 を 現 
す も の で は あり ませ ん で し た 。 そこ で 私 た ち は 、 植物 
の 状態 を 示す 指数 を 用 い 、 干 ば つが 起こ っ て いる か ど 
うか を 知る こと の で きる 指標 を 導入 し まし た 。 この 指標 
を 使っ て 過去 の 推移 を 見 る と 、 ジャ ワ 島 の 干ばつ は エ 
ル ニ ー ニ ョ が 発生 し た と き に 起こ る こと が 明らか に な り 
まし た 。 こ うし た 過去 の 傾向 を 科学 的 に 理解 する こと 
で 、 こ れ か ら 起 こる 干ばつ を 予測 する こと が で きる よう 
に な り ま し た 。 
衛星 デー タ が 実際 に 現地 で 使わ れる た め に は 、 い 
ろ い ろ な 関係 機関 の 人 に 理解 し て も ら う 必 要 が あり 
ます 。 そ の 意味 で は 、 関係 者 が 集まっ て 話し 合う SA 
FE の ステ ー ク ホル ダー ミー ティ ング は 大 事 な 役割 を 
持っ て いる と 思い ます 。 
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熱帯 降雨 観測 衛星 「TRMM」 が 観測 し た イン ド ネ シア 
の ジャ ワ 島 の 2009 年 11 月 (上 ) と 2010 年 9 月 ( 下 ) 
の 標準 降雨 指数 。2009 年 は エル ニー ニョ の 影響 を 受 
け 、 雨 が 降ら な い 地 域 (赤色 部 分 ) が 多く な っ て いる 。 
2010 年 は ラニ ー ニ ャ の 影響 を 受け 、 全域 で 雨 が 降っ 
て いる 。 (水色 部 分 ) 


CASE | 還 環 スリ ラン カ 
海浜 変形 侵食 の 
全容 を 揚 握 し 保全 する 
田島 芳 満 
TAJIMA Yoshimitsu 
東京 大 学 
(| エ 学 系 研究 科 
社会 基盤 学 専攻 教授 

私 の 専門 は 海岸 工学 で す 。 特 に 沿岸 域 の 防災 や 
減災 を 扱っ て お り 、 デ ー タ の 少な い 途 上 国 で の 海浜 
変形 の モニ タリ ング は 重要 な 研究 テー マ の 1 つと な っ 
て いま す 。 

スリ ラン カ 西 海岸 で は 、 北 部 で 遅れ て いた 開発 が 
活発 化す る 一 方 、 南 部 で は 深刻 な 海岸 侵食 が 進ん 
で お り 、 北 部 沿岸 域 開 発 へ の 影響 が 懸念 され て いま 
す 。 し か し な が ら ス リラ ンカ で は 沿岸 域 の モニ タリ ング 
が 不 十 分 で し た 。 そ こ で スリ ラン カ 沿 岸 保護 局 は 、 衛 
星 デ ー タ を 使っ て 沿岸 域 の モニ タリ ング を 行う と いう 
プロ ポー ザル を SAFE に 提出 し 、 採 択 さ れ ま し た 。 
2009 一 11 年 に 行わ れ た この SAFE の プロ ジェ クト 
に 、 私 は テク ニカ ル ・ サ ポー ター と し て 参加 し まし た 。 

沿岸 城 の モニ タリ ング に は 、 光 学 セン サ の 画像 も 
使い まし た が 、 洒 線 位置 の 季節 や 潮汐 に よる 短期 的 
な 変動 と 、 長 期 的 な 侵食 や 堆積 に 伴う 変化 と を 分 離 
する た め に は 、 河 線 位 置 を 高 頻度 に 抽出 し て 比較 す 
る 必要 が あり ます 。 その 点 で 、「 だ いち 」 の 合成 開口 
レー ダ PALSAR は 雲 の 影響 を 受け ず に 観測 で きる 
の で 、 大 い に 役 立ち まし た 。 ま た 、 現 地 で 採取 し た 
砂 を 「 熱 ルミ ネッ セン ス 法 | と いう 方 法 で 分 析 し 、 西 
海岸 で 砂 が どの よう に 移動 し て いる か も 調べ まし た 。 

以上 の 分 析 か ら 、 ス リラ ンカ の 西海 岸 で は 、 南 西 
モン スー ン に よっ て 南 か ら 北 へ 砂 が 移動 し て いる こ 
と 、 そ の 主 な 供給 源 は コロ ン ボ の 南 の カル 川 で ある こ 
と 、 コ ロン ボ 港 に お ける 大 規模 な 防波堤 の 建設 に よ 
り 、 そ れ 以 北 へ の 砂 の 供給 が 遮断 され 、 慢 性 的 な 侵 
食 傾向 が 見 られ る こと な ど が 分 か り ま し た 。 また 、 さら 
に 数 値 モ デル に よる 再現 ・ 予 測 解析 を 通じ て 、 開 発 
の 進む 北部 カル ビ ピ テ ィ ヤ 周辺 で は 今後 50ー100 年 
で 南部 の 侵食 に よる 影響 が 波及 する 可能 性 が ある こ 
と が 明らか と な り ま し た 。 

こう し た 成果 は 、 ス リラ ンカ に お ける 海岸 保全 法 の 
改正 (11 年 ) に 直接 生か され 、 ま た 沿岸 保護 局 が 自 
立 的 に モニ タリ ング や 沿岸 域 開発 の 評価 を 行う た め 
に 必要 な 技術 の 伝承 に も つなが る な ど 、 日 本 の 技術 
を アジ ア の 課題 解決 に 役立て る こと が で き 、 私 に と っ 
て 非常 に や り が い の あ る 仕事 に な り ま し た 。 
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陸 域 観測 技術 衛星 | だ いち ] の PALSAR 画 像 か ら 抽出 
し た スリ ラン カ 西 海岸 の カル ピ テ ィ ヤ 周辺 の 海岸 線 位置 
の 比較 。 土 砂 の 堆積 域 の 北側 で 侵食 傾向 が 見 られ る 
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際 宇 直 ス テー ショ ン (ISS) に 

補給 物資 を 届け た |[ こ う の と り ] 
4 号 機 ほ 間 2018 年 9 月 7 日 。 大 気 圏 に 
突 内 US ジョ ン を 完了 し た 。 09 年 の 
技術 実 誕 機 羽 来 W 年 - 1 年 半 に 1 度 
の 頻度 で 打ち 上 げ を 行っ て お り 、 今 
は 4 度目 の 成功 と な る 。 水 や 食料 品 を 
は じ め 、「 き ぼう | 旧 本 実験 棟 か ら 放出 
する 超 小 型 衛星 4 基 、 再 突 入 デ ー タ 
収集 装置 [-Ball] = ポー タブ ル 冷 凍 ・ 
冷蔵 庫 な ど 約 5.4 ト ン を 届け た 後 、ISS 
の ゴミ や アメ リカ の 実験 装置 (廃棄 
品 ) な ど 約 1.9 ト ン を 積み 込み 大気圏 
で 燃焼 廃棄 し た 。 

前 田 真紀 リー ド フ ライ ト ダ イレ クタ ー 
は 、「 現 在 ば 片道 切符 だ が 実験 の 成 
果物 な ど を 少し で も 持っ で 帰る こと が 
で きた らい いと 思う 」 と 今後 の 抱負 を 
述べ た 。 

ISS の 下方 か ら 安全 に 近づく ドッ キ 
ング 方 式 が 米国 宇宙 船 に 採用 され る 
な ど 、 高 い 技 術 と 安定 し た 運用 で 世界 
が 認め る 存在 と な っ た [こう の と り ]」。 
軌道 上 の 物資 を 回 収 する 往還 機 や 、 
有人 宇宙 船 に つなが る 技術 開発 る 視 
野 に 、 今 後 も 着実 な 運用 を 続け て いく 。 
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午後 3 時 37 分 ご ろ 大 気 園 に 再 突入 、 不 用 品 を 
燃焼 焼却 
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名 L 1ー] 
午前 1 時 20 分 、ISS の ロボ ッ ト ア ー ム か ら 放 出 。 
大 気 圏 


午前 3 時 38 分 、ISS に 結合 し 与 圧 部 の ハッ チ 
オー プン 。 荷物 を 運び 出し 、 不 用 品 を 運び 込む 


選 . 
ISS に 近づく 「 こ う の と り 」 を 出迎え る クル ー。 
午後 8 時 22 分 、ISS ロ ボッ ト アー ム で 把持 


己 品 413. 晶 .24 


午前 4 時 48 分 、 種 子 島 宇宙 セン ター か ら H-IIB 


ロケ ッ ト 4 号機 で 打ち 上 げ 
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自ら 考え 、 決 定 し 、 作 業 す る 


「 君 が 作る 宇宙 ミッ ショ ン 」 (略称 : き みっ し ょ ん ) は 、 
JAXA の 宇宙 科学 研究 所 と 宇宙 教育 セン ター が 主催 する 、 
高校 生 向け の 合宿 型 体験 学習 プロ グラ ム で す 。 夏休み を 利 
用 し て 全国 か ら 集まっ た 高校 生 た ち が 、 4 泊 5 日 で JAXA 相 
模 原 キャ ン パ ス に 合宿 し 、 数 人 か ら な る 班 を 組ん で 自分 た 
ちの 宇宙 ミッ ショ ン を 作り 上 げ て いき ます 。 国立 天文 台 で 
も 1999 年 か ら 「 君 が 天文 学者 に な る 4 日 間 」 (略称 : 君 天 ) 
と いう 高校 生 向け 体験 プロ グラ ム を 実施 し て いま す が 、 そ 
れ を 宇宙 開発 分 野 に 展開 し た も の と いえ ます 。JAXA 統 合 
前 の 宇宙 科学 研究 所 の 主催 で 第 1 回 を 2003 年 3 月 に 開催 
し 、 同 年 夏 に 2 回 目 を 実施 。 そ の 後 は 毎 夏 1 回 の 開催 を 続 
け 、 今 回 で 12 回 を 数 えま し た 。 

「 き みっ し ょ ん 」] で は 、 人 か ら 「 教 わる ] の で は な く 、 自ら の 
発想 を ベー ス に | 自ら 考え 、 自ら 決定 し 、 自ら 作業 する ] こと 
を モッ トー に し て いま す 。 こ れ は 研究 者 が 答え の な い 課 題 
に 挑戦 する [研究 活動 | その も の で も あり ます 。 ま た 、 班 で 
1 つの ミッ ショ ン を 作り 上 げ て いく た め の チ ー ム ワー ク も 大 
切 に し ます 。 こ れ も ま た プロ ジェ クト 遂行 に あたっ て 大 切な 
こと で す 。 

献身 的 に アド バイ ザー 役 を 務め る の は 延べ に し て 高校 生 
の 倍 程度 の 数 の 大 学院 生 や 職 員 で す 。 高校 生 た ち に アド バ 
イス する こと で 自分 自身 の 研 鏡 も 積む の で す 。「 き みっ し ょ 
ん |]OB・OG の 連携 も 密 で 、 夏 に な る と 後輩 た ちの 発表 を 
聞き に 相模 原 に 戻っ て き て くれ ます 。 普段 は 遠く 離れ て 暮 ら 
す 同 じ 志 を 持つ 同 世代 が 、 近況 を 確か め 合う 機会 に ちな っ 
て いる の で す 。 

ミッ ショ ン の テー マ は 高校 生 た ち 自 身 が 選び ます 。 こ れ 
まで に 選ば れ た テー マ を 見 る と 、 宇宙 移住 と 未踏 領域 探査 
が 多く 、 宇宙 生命 探査 、 宇 宙 観 光 、 宇宙 農業 な ど が 続き ま 
す 。 最近 は 宇宙 発電 や デブ リ 回 収 も 増え て き て お り 、TV や 
マン ガ な ど 、 高 校生 の 接する 情報 源 や 世相 を 反映 し て いる 
よう で す 。 

4 班 に 分 か れ て 活動 し た 途中 経過 や 最終 成果 は 所 内 で 
の 発表 会 を 通じ て 報告 され 、JAXA 職 員 か ら 、 厳 し く 、 鋭 
く 、 そ れ で いて 教育 的 配慮 に 満ち た 質問 が 浴び せ か けら れ 
ます 。 そ の 様子 は イン ター ネッ ト で も 中 継 さ れ ま す 。 最近 は 
「 き みっ し ょ ん ] の 期間 終了 後に 成果 発表 する 機会 も 増え て 
き て お り 、 春 休み 期間 中 に 開催 され る 日 本 天文 学会 の ジュ 
ニア セッ ショ ン な ど で 発 表 が 行わ れ て いま す 。 


無重力 で 炒め 物 を 作る に は 


希望 者 数 が 増え る 一 方 、 部 屋 や スタ ッ フ 数 の 関係 で 参加 

者 の 人 数 を 20 名 程度 に 絞ら な けれ ば な り ま せん 。 そこ で 、 
応募 者 に は 課題 に つい て 作文 を 書い て も らい 、 ス タッ フ が 
書類 選考 し て いま す 。 今回 の 課題 は 2 つ で 、① 近 年 、 太 陽 
系 外 に も 多く の 惑星 (系 外 惑 星 ) が 発見 され て いま す 。 も 
し 、 系 外 惑 星 に 生物 が いた 場合 、 ど の よう な 姿 や 形 、 特徴 
を 持つ と 考え られ ます か ? その よう に 考え た 根拠 を 、 棲 ん 
で いる 惑星 の 環境 と と も に 述べ て くだ さい 。 
(《② あ な た は JAXA の 広報 担当 と し て 、 今 年 の 夏休み に 行う 
広報 の 企画 を 立て な く て は な り ま せん 。JAXA の 活動 の うち 
何 を 伝え た いか と と も に 、 こ れ ま で の 広報 と 比べ 、 あ な た 
の アイ デア を 盛り 込ん だ 点 を 明確 に し 、 述 べ て くだ さい 。 

の どちら か を 選ぶ よう に な っ て いま し た 。 単 に 勉強 が で 
きる だ け で は 回 答 に 路 す る よう な 課題 で すか ら 、 選 ば れ た 
高校 生 た ち は 和 柔軟 な 発想 の 持ち 主 に 違い あり ませ ん 。 

そし て いよ いよ 8 月 5 日 、 選抜 され た 高枝 生 24 名 が 全国 
か ら 相 模 原 キャ ン パ ス に 集合 し まし た 。 学校 も 学年 も や 異な 
る 初対面 の 彼ら の 合宿 生活 の 始ま り で す 。 

「 き みっ し ょ ん 」 に 決め られ た カリ キュ ラム は 存在 し ませ 


ん 。 顔合わせ の アイ ス ブ レ ー キ ング か ら 、 さ ま ざ ま な 趣向 を 
凝ら し た 企画 が 続き ます 。 ブ レイ ンス トー ミン グ の 練習 と し 
て カレ ー 屋 さん の 新 メ ニュ ー を 考え て も ら っ た り 、 歓迎 会 で 
は 「 コ ピー 用 紙 を 使っ て より 高い ロケ ッ ト を 作れ | と いう 課 
題 に 取り 組ん で も ら っ た り 、 スタ ッ フ 側 の テー マ 設 定 の 自在 
さ に も 驚か され ます 。 

興味 に 応じ て 4 つの 班 に 分 か れ た 高校 生 た ち が 、 情 報 収 
集 と 議論 の 上 で 最終 的 に 選ん だ テー マ は 、① 微 小 (1 一 
10cm) デブ リ の 発見 ・ 回 収 衛星 、 ②) アルゴン 注入 式 イ ン フ 
レー タブ ル 巨 大 球面 アン テ ナ 、 ③ 複 数 の ロー バー に よる 固 ・ 
液 サ ンプ ルリ ター ン 、(④ 無 重量 状態 で の 炒め 物 調理 器 の 4 
つ 。 そ れ ぞ れ に 彼ら の こだわ り が 見 える も の と な り ま し た 。 

成果 発表 会 は 研究 管理 棟 2 階 の 大 会 議場 で 行わ れ ま し 
た 。 宇宙 科学 シン ポジ ウム が 開か れる この 場所 は 、 ホ ン モ 
ノ の 宇宙 科学 ミッ ショ ン が 産声 を 挙げ る 場 で も あり ます 。 
聞い て いる 聴 家 も ホン モノ の 宇宙 科学 研究 者 。 そ こ で の コ 
メン ト は 、 挙 手 に よる 質問 だ け で な く 、 文 章 の 形 で も 各 班 
宛て に 届け られ ます 。 

今回 私 が 特に 気に入っ た の は 炒め 物 調理 器 で す 。 会 場 で 
は 、 地 上 で で きる こと を 宇宙 で どう や っ て 実現 する か と いう 
観点 だ け で な く 、 無 重力 だ か ら こ そ 初 め て 可能 に な る 料理 
や 調理 法 を 創出 し て ほし いと 伝え まし た 。 無重力 下 で は ド 
レッ シン グ も すぐ に は 分 離せ ず 、 ソ ー ス な どの 液体 部 分 の 
み が 下 に た まる こと も な く 、 小 籠 包 の 皮 を 極限 まで 薄く する 
こと だ っ て で きそう で す 。 ふわ ふわ で も 潰れ な い の で 、 新 食 
感 の 物 も 開発 で きそう で す 。 そ の 上 で 、「 そ れ っ て 本 当 に 宇 
宙 で な いと 実現 不可 能 ?] と 考え 直し て みる と 、 実 は 工夫 す 
れ ば 地上 で も 実現 可能 だ っ た りす る 。 それ は 宇宙 が 1 つの 
イノ ベー ショ ン を 創出 し た と いう こと に な る の で は な いか と 
思う の で す 。 こ れ は この 班 だ け に 当て は まる こと で は な く 、 
全て の 班 の 高校 生 た ち に も 意識 し て も らい た か っ た 点 で す 。 

最終 発表 会 は 合宿 生活 の 締め くく り で は あり ます が 、 残 
され た 課題 の 検討 や 最終 報告 書 の 取り まとめ は 帰宅 し て か 
ら も 続き ます 。 彼ら は これ ら の コメ ント を 参考 に 今後 も 作業 
を 続け 、 春 の 日 本 天文 学会 ジュ ニア セッ ショ ン で は さら に 
成長 し た 姿 を 見 せ て くれ る こと で し ょ う 。 そし て 卒業 後 も 
OB・OG と し て 戻っ て き て くれ ます 。 こ れ が 「 き みっ し ょ ん ] 
の も う 一 つの 喜び な の で す 。 


人 「 君 が 作る 宇宙 ミッ ショ ン 」 WEB サイ ト 
http://www.isas.jaxa.jp/kimission/ 


めい めい が 工夫 し な が ら コ ピー 用 紙 で 
作っ た ロケ ッ ト 
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の ヽ ヾ 中 つら 本 民有 計 渡 了 


阪本 成一 


SAKAMOTO Seiichi 

宇宙 科学 研究 所 教授 / 宇 宙 科 学 広 
報 ・ 普 及 主幹 。 専 門 は 電波 天文 学 、 星 
間 物理 学 。 宇宙 科学 を 中 心 と し た 広 
報 普及 活動 を は じ め 、 ロケ ッ ト 射 場 周 
辺 漁民 と の 対話 や 国際 協力 な ど 「 た い 
が い の こ と | に 挑戦 中 。 
内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 の 衛星 (は し) 
ヶ 丘 展望 台 で 撮影 し た トリ ッ ク 写 真 。 
34m ア ン テ ナ で 豪 快 に 一 呑み 。 皆さん 
も 内 之 浦 に お 越し の 際 は どう ぞ 。 
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INF ロ RMIATION 士 不 の シム カカ き 活 状 施 加 た つつ 宇 て 行 滞 の 運 2 守 
NASA すま まま すま を 44 は は 訓 野 3 
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ーー デ ゝ 台 ヒ 可 ら 0 E 25 参 J 学 
ボー ルデン 技 上 が 義生 8 科 放 友 ル る 還 時 前 Se の 月 た 導 加 SE 生 壮 半 5 
来 日 葛 で 基 を 陀 除 シン ジン 導 と ず 也 一 ミル 中 。 設 し け 飛 由 遇 2 
を す 期 目力 カッ 党 こ れ 力 司 ら 迷 旬 まつ 来 司 て 行 飛 飛 

機 馬 滞 的 や 要 る ン 則 だ の 町 加 1 か 下 ア 国 財 S 土 行 

倫明 enousozー し 朋 科 ミ 自 3 に 隔 台 各 内 が 〒 モ 川 る 境 『 は 

・ ボ ー ル デン 長官 が 9 月 19 日 に の に わ 元 え 民生 た 離 も 続 名 第 思 名 有 ヶ ラミ 

行わ れ た プレ ス 向 け の JAXA 理事 件 飛 必 gs ! な 錠 し る 生 潜 に 用 し 欧 % 宙 ひよ シ ミ 8 の 

長 会 見 に ゲス ト 登 壇 し まし た 。 ボー ル 下行 要 も 31 能 い 生 た 水 参 し た 州 け 飛 に 沖 ン T 初 


デン 長官 は 、 こ の 日 に 行わ れ た オー ビ 
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4 作業 計り 有川 こも 
際 宇 宙 ス テー ショ ン 輸 送 打 ち 上 げ 成 な し 和 宙 な 気 測 宇 を 法 V 
功 に 言及 。 [こう の と り 」 の 近傍 通信 を 1 を 飛 あ 季 量 和 ゃ 人 
シス テム 技術 が 搭載 され た こと を 挙 行 会 1 ミ 1 地 符 す イス る 
げ 、NASA と JAXA の 歴史 的 な 協 ミ き イル と シ 必 質 士 る ルク 
調 関係 が 背景 に ある こと か 6 日 米 の まぁ する ジ 集 再 き 症 の 訓 
民間 の 間 で の 連携 が 可能 で あっ た シグ 違 千 台 人 訓 操 プ 書 
こと を 紹介 し まし た 。 また 米国 が 掲げ ジ の し い 信 移 了 帆 作 採 )ー 
る 小 意 星 や 火星 へ の 将来 有人 到達 滞 生 後 し 仁和 六 の 行 導 (- 
ミッ ショ ン に 関し 、 サ ンプ ルリ ター ン を 動作 は た あの 採 油 い ょ 最 参 


果たし た 「 は や ぶさ き 」 ミッ ショ ン の 功 
績 や 知見 を た た ぇ 、 次 機 「 は や ぶる 
2 の デー タ な ども 、 引 き 続 き 自分 た ち 

の 計画 に 技術 的 に 活用 し た い 旨 を 
述べ まし た 。 最後 に 、11 月 に ソ ユ ー 
ズ 宇 宙 船 に 搭乗 する 若田 宇宙 飛 
行 士 に 対し て は 、「 日 本 の 宇宙 開発 
の 歴史 を 書き 換え る こと に な る と 思う ] 
と 活躍 へ の 期待 を 寄せ まし た 。 


ここ 
+ー 


上 ノ EVA 中 の 野口 宇宙 飛行 士 
画像 :NASA/JAXA/FIU 

下 ノ 洞窟 内 で 訓練 中 の 古川 宇 
飛行 士 ( 右 端 ) ら 6 名 の チー ム 
画像 : JAXA/ESA-V. Crobu 


INF ロ RMIATIOI 是 


挫 人 気 款 到達 癌 度 の 世界 記 鍼 更新 


日 、 大 樹 航空 宇宙 実験 場 に お 

[ 超 薄 膜 高 高度 気球 の 飛翔 性 
能 試験 (BS13-08) 」 を 実施 し 、 到 
達 高 度 53.7km を 記録 し ほし た 。 この 
1 記録 は 、2002 年 5 月 に 当時 の 文部 
奥 村 理 事 長 ( 右 ) と ボー ルデン 長官 (た ) 科学 省 宇宙 科学 研究 所 が 放 球 し 
た 超 薄 膜 高 高度 気球 ( 厚 さ 3.4m 
の ポリ エチ レン フィ ルム 製 、 満 膨 天 体 
積 60.000mi/ 直 径 53.7m ) の 到達 
高度 53.0km を 越え る も の で 、 無人 
気球 到達 高度 の 世界 記録 を 更新 し 
まし た 。 今回 の 実験 で 、 新 た に 開発 
し た 世界 で 最も 薄い 気球 用 フィ ルム 


上 


宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 No.052 


時 で ある 厚 き 2. 8/m の ポリ エチ レン フィ 
ム 報 可 挟 
編集 制作 人 一 般 財 団 法 人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム ルム を 用 いて 、 設計 ・ 製 作 ・ 放 球 の 
デザ イン 鍛 Better Days SS o 
印刷 製本 供 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 連 の フ ロ セ ス の 妥当 1 作 を 実 証する 
2013 年 10 月 1 日 発生 こと が で きま し た 。 
JAXAs 編集 委員 会 
委員 長 的 川 素 宮 
副 委 員 長 寺田 弘 慈 
委員 阪本 成一 / 町 田 茂 / 寺 門 和 夫 . 豆 多 充 成 
顧問 山根 一 眞 


JAXA シ ン ボ ジウ ム 2013 in 東京 


新生 JAXA が 目指 す 
未来 


宙 航 空 研究 開発 機構 (JAXA) は 、 2013 年 10 月 
に 創立 10 周 年 を 迎え ます 。 宇宙 科学 研究 所 、 航 
空 宇宙 技術 研究 所 、 宇 宙 開 発 事業 団 が 1 つ に な り 、 宇 
宙 航 空 分 野 の 基礎 研究 か ら 技 術 開発 ・ 実 証 に 至る まで 
一 皿 し て 行う こと の で きる 機関 と し て 歩ん で きま し た 
が 、 こ れ か ら の 10 年 は 、「 技 術 力 で 社会 課題 を 解決 し 、 
技術 革新 に よっ て 人 類 の 夢 と 希望 を 創出 する ] と いう 
新た な 使命 の も と 、 さ ら な る 進化 を 目指 し ます 。 
生ま れ 変 わっ た JAXA を 広く 知っ て いた だ く た め に 
シン ポジ ウム を 開催 し ます の で 、 皆 さま の ご 来場 を お 
待ち し て お り ま す 。 シ ン ポ ジウ ム の 模様 は イン ター ネ 
ッ ト で の ライ ブ 中 継 も 予定 し て お り ま す 。 
日 時 2013 年 10 月 7 日 (月 ) 
会 場 メル パル ク 東 京 
プロ グラ ム 概 要 


18 時 30 分 一 


奥村 直樹 (JAXA 理 事 長 ) 

パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 

テー マン 

コー ディ ネー ター: 室 山 哲 也 氏 (NHK 解 説 主幹 ) 

パネ リス ト : 岩 野 和 生 氏 ( 独 立 行政 法人 科学 技術 振興 機構 研究 開発 戦略 セン ター 上 席 フェ ロー) 
池谷 浩 氏 (政策 研究 大 学院 大 学 特 任 教授 ) 

高松 聖司 氏 (アリ アン スペ ー ス 社 東京 事務 所 代表 ) 

米 本 浩一 氏 ( み 州 工業 大 学 教授 ) 

遠藤 守 (JAXA 理 事 ) 
山本 静夫 (JAXA 理 事 ) 


※ プ ログ ラム は 変更 に な る 場合 が あり ます 。 


| 孤 2 コン ドラ が 22 
中 継 の お 知ら せ 


ご 自宅 や 職場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ JAXA'sS を 配 i 
送 し ます 。 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要する 実 」 
費 を ご 負担 いた だ く こと に な り ま す 。 詳 し く は 下記 ウェ i 
ブサ イト を ご 覧 くだ さい 。 」 
http://wwwjaxasJp/ 

1 お 問い 合わ せ 先 

! 一 般 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 

! 広報 ・ 調 査 事業 部 「JAXA's」 配送 サー ビス 窓 
TEL:03-6206-4902 


VEGE7ABLE 
@/ MK 


この 印刷 物 は 、 印 刷 用 の 紙 へ 


リサ イク ル で きま す 。 古紙 パル プ 配 合 率 100% 再 生 移 を 使用 


広報 部 〒101-8008 東京 都 千 代田 区 神田 駿河 台 4-6 
御茶ノ水 ソラ シテ ィ 


TEL:03-5289-3650 FAX:03-3258-5051 


宇宙 航空 研究 開発 機構 


Japan Aerospace Exploration Agency 


JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://www.jaxa.jp/ 
メー ル サ ー ビ ス http://Www.jaxa.jD/Dpr/mail/ 
JAXA's 配 送 サ ービス http://www.jaxas.jp/ 


